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平成２２年度全国学力・学習状況調査Ｂ１(２)

【出題の趣旨】

示された場面を解釈して，次のことができる

かどうかをみる。

・条件に合うように問題の中の数を考え，変更

すること。

・計算の順序についてのきまりを基に，式を修

正すること。

【学習指導要領の内容・領域】

〔第４学年〕 Ｄ 数量関係

（２）数量の関係を式で簡潔に表したり，

それをよんだりすることができるよ

うにする。

ア 四則の混合した式や（ ）を用い

た式について理解し，正しく計算

すること。

学習指導案
川口小学校 授業者 桒田浩久 浅海ひとみ

１ 日 時 2010 年（平成 22 年）１２月９日（木）

２ 学年・組 ４年１組（３６名）

３ 単元名 式と計算

【１】 つまずきの把握
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正答率

県 44.6％

本 校 39.6％

解答類型 １◎ ２ ３ ４ ５ ９ ０

本校の割合（％） 39.6 16.0 14.2 8.5 0 11.3 10.4

・問題場面を正確に読み取る力。

・（ ）の意味を理解し，計算の順序についてのきまりを用いて 1 つの式（総合式）で表す力。

・不十分な考え方や式の表現を吟味したり修正したりする力。

○解答類型 ２，３について

・問題場面を正確に読み取っていない。

・（ ）の意味を理解して正確に表すことができていない。

○解答類型 ４，５について

・問題場面を正確に読み取っていない。

・（ ）はたし算，ひき算に使うと思い，正確に（ ）の意味が理解できていない。

○解答類型 ９，０について

・問題場面を正確に読み取っていない。

・問題の意味理解ができていない。

・（ ）のつける位置がわからない。

この問題を解くために必要な力

誤答分析

１．５００－（５０＋１５０×２）

２．５００－（５０＋１５０）×２

３．５００－５０＋（１５０×２）

４．（５００－５０）＋１５０×２

５．（５００－５０＋１５０）×２

９．上記以外の解答

０．無回答
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ができる

調査結果からみる課題【３】

【課題となる力】

○問題場面を正確に読み取る力。

○（ ）の意味を理解し，計算の順序について

のきまりを用いて 1 つの式（総合式）で表わ

す力。

【指導上の課題】

○問題場面を正確に読み取らせる場の設定が

不十分である。

○（ ）の意味を理解し，1 つの式（総合式）

に表すことができる指導が不十分である。

【２】 指導改善ポイント

の明確化

指導改善ポイント

問題文・図・ことばの式を対応させながら，

（ ）の意味を理解し，計算の順序について

のきまりを用いて立式し説明をさせる。

【指導の工夫】

①問題文から具体的場面を読み取らせる。

②（ ）の意味を理解させ，問題文・図・

ことばの式などを対応させながら計算の

順序についてのきまりを用いて立式させ

る

問題文・図・ことばの式を対応させながら，（ ）の意味を理解し，計算の順序についてのき

まりを用いて立式し，説明をさせる。

○問題文を正確に読み取る手立てとして，絵や図に表したり，問題文に（ ）

を付けさせたりすることで問題文から具体的な場面を読み取る力を養って

いく。

○読み取った具体的場面を基に問題文・絵・図・ことばの式などを対応させな

がら（ ）の意味を理解させ演算決定をし，計算の順序についてのきまりを

用いて総合式に表す力を養っていく。

①問題文から具体的場面を読み取らせる。

【２】 指導改善ポイントの明確化

②（ ）の意味を理解させ，問題文・図・絵・ことばの式などを対応させな

がら計算の順序についてのきまりを用いて立式させる。
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本単元は，学習指導要領「第四学年」〔Ｄ数量関係〕Ｄ（２）数量の関係を表す式ア「四則の混合

した式や( )を用いた式について理解し，正しく計算すること。」を受けて設定した。

既習事項としては，加法・減法・乗法・除法の用いられる場合の理解と合わせて，それらを式で表

たり，式を読んだりすることを学習してきた。また，式や計算の法則については，加法の交換法則・

結合法則・加減混合の( )を使った式の計算順序・乗法の交換法則・結合法則を学習している。

本単元では，四則混合による 3 段階までの数量関係の式表示について，( )を使って一つの式に表

す方法や乗除先行のきまりを具体的な場面を取り上げながら，意味理解ができるようにする。また，

計算の順序を明確にし，四則の活用の場を広げるとともに，( )の中の式や，乗法や除法で表され

た式が一つの数量を表していることを理解できるようにし，式の理解を深めることをねらう単元で

ある。

本学級の児童は，レディネステストの結果（正答率），加減混合の（ ）を使った式の順序の理解

は７７％，乗法の交換法則の理解は８６％，乗法の結合法則の理解は４７％であった。結合法則の

誤答としては，（５×２）×３＝５×（□×３）の問題で，５と回答する児童が多かった。

数量の関係を式に表すよさとして，数量関係を簡潔明瞭に表せたり，一般化としてとらえやすかっ

たりすることが考えられる。また，一つの式（総合式）は，一段ずつ計算しながら立式していく分

解式とちがって立式をした上で計算に移れるというよさに気付かせる。

総合式に表わすためには，「式を一つの数量とみる」指導が大切であり，筆箱代＋ノート代の立式

のとき，５００＋１２０×３とした場合の１２０×３をノート代としてとらえさせる。さらに，問

題文の意味を読み取り，立式されたもの何を表しているのか考えさせる。

数学への

関心・意欲・態度
数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理

数量，図形などに
ついての知識・理解

・四則の混合した式や
( )を使った式のよ
さを感じ，進んで実際
の場で活用すること
ができる。

・問題場面をことばの式
や四則の混合した式，
( )を使った式に表
して数量の関係を説
明することができる
とともに，総合式のよ
さについても説明す
ることができる。

・問題場面を総合的に適
切に表すことができ，
四則の混合した式や
( )を使った式の計
算が正しくできる。

・四則の混合した式や
( )を使った式につ
いて，問題場面と関連
づけながら，計算の順
序を説明することが
できる。

（全９時間）

次 学習内容 (時数)
評 価

関 考 表 知 評価規準
評価
方法

一

（ ）を使った加減２段
階の計算順序

（１）

○ ・問題場面を，ことばの式や（ ）を使
った式に表して説明している。

行動
観察

ノート

【５】 指導と評価の計画

全部の代金として一

つの数として見るこ

とができ，説明をさせ

る。

【３】 単元について

【４】 単元の目標
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（ ）を使った加減乗除

（１）

○ ・乗除を含む（ ）を使った式の計算
順序を理解している。

行動
観察

ノート

二

四則混合２段階の計算順
序

（１）

（本時 １／２）

○ ・問題場面を四則混合の式に表して説明
することを考えている。

行動
観察
ﾉート

四則混合段階の計算順序
（１）

○ ・四則混合の式の計算順序を理解してい
る。

行動
観察
ﾉート

三

交換法則，結合法則
（１）

○ 整数の場合における交換法則や結合法
則の意味を理解している。

行動
観察
ﾉート

分配法則
（１）

○ 整数の場合における分配法則の意味を
理解している。

行動
観察
ﾉート

四

学習のまとめ （３）

・たしかめよう
・ふりかえろう

・テスト
・テスト直しと再復習

○ ○ ○ ○ ・学習内容について理解が確かなものに
なっている。

ﾉート
ﾌ ﾟ リ

ン ト

テスト

※太枠部分が課題となる力を特に育成する時間

問題文をことばの式

などで立式させ，一つ

の式のよさを考えさ

せる。

ことばの式と対応さ

せて計算の順序を考

えさせる。
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（１）本時の目標（チャレンジコース）

四則混合の 2 段階の問題の場面を 1 つの式に表し，乗除先行の計算順序を理解し処理すること

ができる。

（２）本時の学習展開

学習活動と予想される反応
指導上の留意事項 評価規準 評価方法

○前時の復習をする。

・５１＋（４８－２８）＝７１

○問題文を読み復習する。

○全部で何円ですか。

・３００＋１２０＝４２０で４２０

円です。

○次の問題文を読みましょう。

○復習の問題文とどこがちがうで

しょうか。

・１２０円のノートが３さつあると

ころが違います。

・ふでばこのねだんがちがう。

･（ ）を使うところが違います。

○前時に学習した計算のしか

たを復習する。

○（ ）を先に計算することを

確かめる。

○（ ）はひとまとまりとみる

ことを確認する。

○ことばの式に対応させる。

○筆箱代＋ノート代

＝全部の代金を確認する。

○復習の問題文と比べてちが

いを明確にさせる。

○ちがいがポイントであるこ

とをおさえる。

【６】 本時の学習

１ 既習事項の復習をする。

２ 問題をとらえる。

３００円の筆箱と１さつ１２０

円のノートを１さつ買いました。

全部で何円ですか。

５００円の筆箱と１さつ１２０円のノートを３さつ買いました。全部で何円ですか。

１つの式で表しましょう。
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○代金は，いくらでしょう。

・６２０円

・２さつ分多そう。

・６２０円より高そう。

・８６０円

○式は３００＋１２０とどこがち

がっていますか。

・１２０のところがちがうみたい。

○代金はいくらになるか，自分で考

えてみましょう。

①ことばの式にあてはめて考える。

ふでばこのねだん＋ノート＝代金

ふでばこ ５００円

ノート代 １２０×３＝３６０円

二つをたすと，

５００＋１２０×３で，

代金は，８６０円

②線分図を使って考える。

代金

ふでばこ ﾉｰﾄﾉｰﾄﾉｰﾄ

５００円 120 120 120

５００＋（１２０×３）＝８６０

５００＋１２０×３＝８６０

○ノートにねらいを書かせる。

○復習問題と対比させ，ノート

代のところを工夫すること

に気付かせる。

○ノートに問題文をかかせる。

○自分の考える方法をノート

に書かせる。

○丸つけ法をする。

○２段階の分解式も考えた児

童は総合式とを比較させる。

○自分の考えをボードに書く。

考：問題場

面を四則混

合や（ ）

を使って表

そうとして

いる。

行動観察

ノート

３ 本時の課題をつかむ。

工夫して一つの式に表し，計算のじゅんじょを考える。

４ 見通しを立てる。

５ 自力解決する。

問 題 文 か ら 具 体

的 場 面 を 読 み 取

らせる。

（ ）の意味を理解さ

せ，問題文・図・ことば

の式などを対応させな

がら計算の順序につい

てのきまりを用いて立

式させる。
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○考えを出し合いましょう。

・１２０円のノートが３さつだから

３さつ分をまとめて（１２０×

３）です。

・全部だから，５００円に（１２０

×３）を付け足します。

・１２０円のノートが３さつだか

ら，ひとまとめにして（１２０＋

１２０＋１２０）で３６０円で

す。

○今までの式と違うところはどこ

でしょうか。

・かっこの中がちがいます。

・今まではかっこの中がたし算やひ

きざんでした。

○一番初めに計算するのはどこか

をたしかめる。

○５００＋１２０×３の計算はど

うすればよいでしょうか。

○今日の学習についてまとめまし

ょう。

○適応題をしましょう。

２００円のノート１さつと，１

本６０円のえんぴつを４個買い

ました。

全部で何円ですか。

○振り返りを書きましょう。

○自分の考えを問題文・図・式

と対応させて説明させる。

・ことばの式

・線分図

○ことばの式を手がかりに一

つの式にまとめさせる。

○今までの式とちがうところ

を確認する。

○かけ算先行を問題場面と関

連付けさせる。

○たし算と一緒になったとき

は，かけ算を先にすることを

確認する。

○かけ算のときはかっこが省

けることをおさえる。

○丸つけ法をする。

知：四則混

合の式の計

算順序を理

解している

適応題

６ 集団解決する。

７ まとめる。

工夫して一つの式に表し，＋，

－，×，÷のまじった式では，

かけ算やわり算から先に計算

する。
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（１）本時の目標（じっくりコース）

四則混合の 2 段階の問題の場面を 1 つの式に表し，乗除先行の計算順序を理解し処理すること

ができる。

（２）本時の学習展開

学習活動と予想される反応 指導上の留意事項 評価規準 評価方法

○前時の復習をする。

・５１＋（４８－２８）＝７１

○問題文を読み復習する。

○どんな図が書けるでしょうか。

・５００円の筆箱が１つ，１２０円

のノートが１さつ，かけます。

○全部で何円ですか。

・５００＋１２０＝６２０で６２０

円です。

○次の問題文を読みましょう。

○復習の問題文とどこがちがうで

しょうか。

・１２０円のノートが３さつあると

ころが違います。

･１２０円のノートが３さつに増え

ました。

･（ ）を使うところが違います。

○前時に学習した計算のしか

たを復習する。

○（ ）を先に計算することを

確かめる。

○（ ）はひとまとまりとみる

ことを確認する。

○問題文と絵と式を色分けし

て関連付ける。

○筆箱代＋ノート代

＝全部の代金を確認する。

○復習の問題文と色分けして

対比させる。

【６】 本時の学習

１ 既習事項の復習をする。

２ 問題をとらえる。

３ 本時の課題をつかむ。

５００円の筆箱と１さつ１２０

円のノートを買いました。全部で

何円ですか。

５００円の筆箱と１さつ１２０円のノートを３さつ買いました。全部で何円ですか。

１つの式で表して計算しましょう。
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○答えは６２０円と比べてどうで

すか。

・２さつ分多そう。

・６２０円より高そう。

○式は５００＋１２０とどこがち

がっていますか。

・１２０のところがちがうみたい。

○復習の問題文を参考にして絵を

かいてみましょう。

○絵でひとまとめにする所をさが

して括弧を付けてみましょう。

○500＋120 の式を参考にして（ ）

を使って工夫をして１つの式に

表してみましょう。

・５００＋（１２０×３）＝８６０

・５００＋（１２０＋１２０＋１２

０）＝８６０

○ワークシートにねらいを書

かせる。

○復習問題と対比させ，ノート

代のところを工夫すること

に気付かせる。

○ワークシートに書かせる。

○丸つけ法をする。

○色分けしながら問題文と絵

との関連を確かめる。

○絵に（ ）をつけて確認する。

○問題文で（ ）のつけるとこ

ろをことばの式を使って確

認する。

☆ことばの式を当てはめさせ

る。

○（ ）をどこに使うのか考え

させる。

○ 500＋ 120 と違う所を確認

し，変わったところの式を

考えさせる。

☆復習の問題文をもとにかか

せる。

☆ことばの式を当てはめさせ

る。

考：問題場

面を四則混

合や（ ）

を使って表

そうとして

いる。

行動観察

ノート

工夫して一つの式に表し，計算のじゅんじょを考える。

４ 見通しを立てる。

５ 自力解決する。

問題文から具体

的場面を読み取

らせる。

（ ）の意味を理解さ

せ，問題文・図・ことば

の式などを対応させな

がら計算の順序につい

てのきまりを用いて立

式させる。
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○考えを出し合いましょう。

・１２０円のノートが３さつだから

３さつ分をまとめて（１２０×

３）です。

・全部だから，５００円に（１２０

×３）を付け足します。

・１２０円のノートが３さつだか

ら，ひとまとめにして（１２０＋

１２０＋１２０）で３６０円で

す。

○今までの式と違うところはどこ

でしょうか。

・かっこの中がちがいます。

・今まではかっこの中がたし算やひ

きざんでした。

○一番初めに計算するのはどこで

しょうか。

・かけ算が先です。

・たし算を先にすると，おかしくな

る。

・１２０×３をひとまとまりとみる

から先に計算します。

・かっこが先だから。

○５００＋１２０×３の計算はど

うすればよいでしょうか。

○今日の学習についてまとめまし

ょう。

○適応題をしましょう。

300 円の筆箱と 1 さつ 100 円の

ﾉートを 5 個買いました。全部で

何円ですか。1 つの式に表して計

算しましょう。

○振り返りを書きましょう。

○問題文・絵と関連付けて式を

色分けする。

○問題文・図・式と対応させて

説明させる。

○ことばの式で確認する。

○今までの式とちがうところ

を確認する。

○かけ算先行を問題場面と関

連付けさせる。

○たし算と一緒になったとき

は，かけ算を先にすることを

確認する。

○かけ算のときはかっこが省

けることをおさえる。

○ワークシートに書かせる

○色分けして，式の書き方を確

認する。

○丸つけ法をする。

知：四則混

合の式の計

算順序を理

解している

適応題

６ 集団解決する。

７ まとめる。

工夫して一つの式に表し，＋，

－，×，÷のまじった式では，

かけ算やわり算から先に計算

する。
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◇次の問題を一つの式で，ときましょう。

①１５０円のノート１さつと，１本７０円のえんぴつを４個買いました。

全部で何円ですか。

式

答え

①１個６０円の消しゴム１つと１さつ１１０円のノートを４さつ買って，５００円出しま

した。

おつりは何円ですか。

式

答え

③１００－（４６－１３）

④４０×２－２４÷４

【７】 評価問題
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１ 次の計算をしましょう。

① ４０－（１４＋１６）

② ６０÷（７－４）

③ ３０×３＋２７÷９

２ 一つの式に表して、答えをもとめましょう。

６５０円のかばんを１００円やすくしてもらいました。

１０００円出すと、おつりは何円ですか。

３ 問題づくりをする。

◇１０００円を持っています。いろいろな買い物をして，おつりをもとめる問題をつくりましょ

う。（一つの式でもとめる問題。）

ジュース ガム チョコレート

１２０円

１本１２０円 １個１４０円

１個１３０円

アメ せんべい ポテトチップス

い

１はこ８５円

１ふくろ２４５円 １ふくろ１８５円

問題文

式

答え

【８】 家庭学習
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